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研究分野：イスラーム法 
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１．研究計画の概要 

 

２．研究の進捗状況 

(1)  エジプトについては，先買権制度に関

する英語論文を作成し掲載許可を得た。 

(2) 他の対象諸国（シリア，レバノン，イラ

ク，リビア）についても土地制度を中心

にオスマン法の影響を考察してきた。実

際，これら諸国の物権法は一見するとオ

スマン法の大きな影響を受けているよう

であり，従来の研究でもそのように論じ

られてきた。だが，シリア，レバノンの

フランス委任統治期の資料の分析から，

両国の土地制度はオスマン法の直接的影

響ではなく，モロッコ等のフランスの他

の植民地の法をモデルとしていることが

明らかとなった。リビアについても，一

見オスマン法的な土地所有権の構造につ

き，やはりイタリアの植民地政策の影響

が判明した。ただし以上の点については

成果発表には至っていない。 

(3) 他方，オスマン法の影響という意味では

むしろオスマン朝の債権契約法典「マジ

ャッラ」を考察の対象に加えるべきであ

ることがわかった。イスラーム法に基づ

く「マジャッラ」は，その個々の規定に

ついてはオスマン朝後継諸国の法に殆ど

影響を与えていないため，これまで着目

してこなかったが，同法典がこれら諸国

の独立まで「民法典」と認識されていた

ことからも，民法秩序や民法観という点

で法の近代化と併せてその影響を分析す

る意義があろう。ついては，同法典の翻

訳プロジェクトの成果発表の中で，本研

究との関連性をふまえつつ，若干の考察

と展望を述べた。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）必要な資料はほぼ収集し，ある程度

の展望が見えてきた。リビアとイラクについ

てはやや情報が不足しているが，全体の進捗

を妨げるほどではないと判断される。 

４．今後の研究の推進方策 

 これまで物権法を中心に先買権などの

個々の制度に着目してきたが，最終年度にあ

たる今年度は，上記「マジャッラ」も考察の

対象とし，民法秩序や民法観といったより大

きな観点から成果を整理・発展させたい。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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